
帯状疱疹予防接種 
 帯状疱疹は、体内の水痘(水疱瘡)・帯状疱疹ウイルスが活動を再開することで

発症します。子供のころ、水疱瘡に初めて感染し、治った後もウイルスは脊髄から

出る神経節という部位に潜んでいます。免疫力によって普段はウイルスの活動は

抑えられており、発症することはありません。しかし、免疫力が低下するとウイル

スは再び活動し始め、神経の流れに沿って神経節から皮膚へと移動し、帯状に痛

みや発疹が出現し、帯状疱疹を発症します。 

★５０歳を過ぎると免疫力が低下するため帯状疱疹を発症しやすくなります。 

 

帯状疱疹ワクチンには２種類あり、どちらも名古屋市の助成適応となります。 

★名古屋市外の方は自費となります。 

ワクチン名 シングリックス 乾燥弱毒生水痘ワクチン 

接種回数 ２回 １回 

接種部位 筋肉注射 皮下注射 

効果持続 約９０％以上  

約１０年間以上持続 

約５０％ 

約５年間持続 

副反応 接種部位の腫れ、発赤や痛み、発熱 少ない 

注意事項 接種後３０分は院内待機 特になし 

料金 名古屋市助成あり：１０，８００円／回 

自費：２５，０００／回 

名古屋市助成あり：４，２００円 

自費：８，３００円 
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